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運輸事業の安全に関するシンポジウム2015
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１．会社概要 2015年3月末現在

設 立

売上高

1927（昭和2）年7月24日 （本社：大阪府豊中市）

226億円 （2014年度）

従業員数

車両数

営業所数

一般路線

1,546人（うち、運転士1,327人）

999両（一般路線 893両、高速 52両、貸切他 54両）

17箇所（内、阪急田園バス㈱ 7箇所・神鉄バス㈱ 1箇所）

・輸 送 人 員 ：94,928千人/年
・実車走行キロ：30,374千キロ/年

事業委託 車両数合計 307両
阪急田園バス㈱ 車両数 277両
神鉄バス㈱ 車両数 30両

受託事業 車両数合計 215両
京都市交通局 横大路営業所 車両数 91両

神戸市交通局 松原営業所 車両数 124両

高速路線 ・14路線（76便/日）



事業エリア１．会社概要
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唐櫃営業所

●

●

●

●

山口営業所

●

●
清和台営業所

●
猪名川営業所

●

●

●
伏尾台営業所

●
豊能営業所

●
茨木営業所

●

●
柱本営業所

●
大山崎営業所

●

●

神戸市交通局

松原営業所

伏見区

神 戸 市

伊丹営業所

石橋営業所

豊中営業所

千里営業所

吹田営業所

京都市交通局

横大路営業所

●

●

芦屋浜営業所

伊丹市交通局

高槻市交通部

神戸市交通局

京都市交通局

大阪市交通局

尼崎市交通局

阪神バス株式会社

• 兵庫県、大阪府、京都府
にまたがる20市・5町が事
業エリア

直営営業所

委託営業所

公営バス受託営業所

宝塚営業所

西宮営業所



• 運行中の安全が全て運転者に委ねられる

• 経営者の安全意識に左右されやすい

運輸安全マネジメント導入前の当社の状況
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

①安全に対する明確なビジョンが全員に明示できていなかった。

②安全を全体的に管理する体制が不十分であった。
（安全対策が個別対応で、ともすれば担当部署間の連携不足で全体を俯瞰する
体制が整っていなかった。）

③教育については現場での事故惹起者教育等、事後対応的な教育
が中心で、事故の未然防止のための教育体系が十分に確立され
ていなかった。

④情報共有は上意下達の傾向が強かった。

⑤文書・記録等の保存・管理は旅客自動車運送事業運輸規則等に
定められている他は、社内ルールにバラツキがあり、発生事象・
経験を蓄積し、分析活用する仕組みが確立されていなかった。

自動車運送事業の特性

当社の状況
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組織・会議体・教育の見直し

２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

①自発性尊重によるモチベーションアップとベクトル合わせ

②双方向コミュニケーションの充実

③継続性と体系化

当社における運輸安全マネジメント導入のポイント
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み
取組みの俯瞰図

２０１３年

（平成２５年）

２０１５年

（平成２７年）

10月 運輸安全マネジメント導入

12月 「安全管理規程」 制定 ・ 「安全統括管理者」 選任

２００６年

（平成１８年）

２００７年

（平成１９年）

２００８年

（平成２０年）

２００９年

（平成２１年）

２０１０年

（平成２２年）

２０１１年

（平成２３年）

２０１２年

（平成２４年）

２０１４年

（平成２６年）

4月 「安全輸送推進分科会」 新設

11月 「安全目安箱」 新設

7月 「企業理念」・ 「安全管理規程」 改定

7月 「ドライブレコーダー」 運用開始

9月 「事故の教訓」（冊子） 作成

3月「アイマークレコーダー」導入（安全運転訓練車へ）

5月「脳ドック」 導入

6月「ＣＳ推進担当」 新設

4月 「安全輸送推進委員会」 ・ 「安全管理課（安全推進チーム）」 新設

7月 「ＳＡＳスクリーニング検査」 導入

9月 「研修室」 新設

10月 「経営方針」 「環境宣言」 改定 ・「安全宣言」 制定

12月 「安全運転訓練車」 導入

6月 「モービルアイ」 導入

7月 「安全衛生担当」 新設

8月 「カウンセリング相談窓口」 開設
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

• 当社運輸安全マネジメントの原点

• 事業運営をはじめ様々な事項において立ち返る原点

安全最優先の意識と価値観の共有
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

業務組織の変更

代表取締役

　　　(業務執行役員)

自動車事業部 営業推進課 営業所

関連事業部 営業計画課

ケアサービス事業部 業　務　課

経営企画室 安全管理課　安全マネジメントの推進

・安全推進チーム 新設（2007年4月）

総  務  部 　 運転士教育の一元化

・ＣＳ推進担当 新設（2015年6月）

人  事  部 　 接遇の強化（安全＝ＣＳ）

・安全衛生担当 新設（2014年7月）

　 健康増進対策の強化

監査室
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

会議体の見直し



・運転士教育の基本的な考え方
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み
教育の見直し

参加体験型 問題解決型 双方向コミュニケーションによる気づき

・運転士の教育体系

新任運転士教習

・入社 6ヶ月
・入社 1 年

(クレフィール湖東)
・入社 2 年

運転士教習

指導運転士教習

高速運転士特別教習

（クレフィール湖東）

エルダー運転士教習

事故惹起 ⇒ 特別事故惹起 ⇒ 重点事故惹起…

（事故の再発防止）
事故惹起者教育

入社3年未満の
スキルアップ教習

（事故の未然防止）
経験･階層別教育

（事故の未然防止）
その他の教育

冬季バス運転士教習

インスタントシニア教習

車椅子教習

安全運転講習会

運転士教育体系の再構築
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み
施設等の充実と外部教育機関の活用

研修室 安全運転訓練車の設備

アイマークレコーダーと
燃料消費確認メスシリンダー車内動静確認用の“人形”

・視聴覚教育に対応した教習施設の新設

・安全確認の疎漏・アクセルワーク・車体の動揺・エコドライブ等、運転技能の見える化の推進

外部教育機関の活用（クレフィール湖東）
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

当社創立記念日に「無事故運転士表彰式」を開催。表彰式後、受賞者との「座談会」で
事故防止の取組みや心構え等について懇談、社内誌で内容をフィードバックし共有。

《受賞者の運行における心構え》

過去の経験を生かした予知予見

日々の自分を支える周囲の方々への自覚と、感謝

無事故運転士表彰式および座談会の開催

双方向コミュニケーションの機会充実

《例年共通する無事故の秘訣》

・運転中のヒヤリハット等の出来事をメモし、次の運行での予知予見に活用する

・時間に余裕を持ち、自分のペースやスタイルを崩さない

・一呼吸おいての行動を心がける

・色々な場面で「もしも…」という想像をしながら運行する

・家族の写真を持って乗務する

座談会
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

「無事故の心得」を活用した個人面談 （現業従業員全員に毎月発行）
・ 事故、トピックス等の紹介による安全意識と運転技術の更なる向上

・ 道路運送法や交通ルールの理解度の向上
・ 健康管理の重要性の認識向上

・ 飲酒運転、薬物使用禁止等の啓発 等

個人面談の取組み
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

•社員と添乗型モニター様(90名)によるモチカード
(添乗診断シート)での運転・接遇の診断

「お客様」との接点の活用

• モチカード枚数
約35,000枚/年間

0

20

40

60

80

100

始発発車前行先

案内

発車します（停留

所）

発車します（信号

待・渋滞）

次、停まります

ドアが開くまで、

そのままでお待

ちください

○○停、通過致

します

ありがとうござい

ました

マイク聴き取り

易い

遅延時お詫び

混み合っており

ますので、前に

お進み願います

時間調整の為、

○分停車致しま

す

乗務員交代の為

しばらくお待ち願

います

マイク活用

上期

個人実施率

営業所実施率

全社実施率



旅客モニター様からのご意見を聴取、社内誌でフィードバック
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

モニター懇談会の開催

お客様感謝Ｄａｙの開催

学校ＭＭの実施

公共交通活性化の取組みとして沿線小学校を対象に学校ＭＭ〔モビリティ･マネジメン
ト(交通学習)〕を実施
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

毎年度、営業所別に事故内容を区分し削減事故・削減件数を決定

事故分析の取組み

運転士経験年数別 １人当り過失事故件数 （2009～2014年度統計）

事故データの収集と活用
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

ドラレコ映像を活用した視聴覚情報へ

点 呼 掲示板

講習会

ヒヤリハットの取組み （視聴覚教材の活用）
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

事故の教訓を風化させないよう、毎年１１月２２日に全社をあげて「緊急事態対策合同訓練」を実施

「事故の教訓」による重大事故の風化防止と教育

緊急事態対策合同訓練実施 （毎年１１月２２日開催）

事故の教訓 （冊子）

《毎月２２日「当社事故ゼロの日」の運動》

①終日デイライト運行

②管理職による早朝点呼立会い及び主要ターミナルでの街頭指導

③安全統括管理者による営業所巡視

発生した事故の風化防止

毎月22日を「当社事故ゼロの日」として、全社で安全運動を展開

全従業員による慈善募金活動

・大阪交通災害遺族会 ・あしなが育英会 他

※「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」より、
上記の募金額と同額を加算して各団体へ寄付
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２．運輸安全マネジメント導入10年の取組み

ＳＡＳ検査の実施 脳ドック検査の実施 カウンセリング相談窓口設置

健康管理体制の強化

・「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」の周知

・社員のご家族へ「健康の維持管理に対するご協力のお願い」の手紙

・ スクリーニング検査の充実
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３．安全マネジメント導入後10年間の成果
事故目標の設定方法について

事故件数の推移について

・「重大事故の撲滅」、「重大な結果につながる危険性の高い事故の削減」を基本に設定

・前年度の事故発生状況から上記事故種別を決定し、その発生件数を削減する全社目標を設定

・数値目標を達成すべく「安全スローガン」を設定

・各営業所は全社目標に加え、当該営業所の路線状況を勘案し事故の削減目標を設定



①大型二種免許保有者の高齢化・減少

①運輸事業のＤＮＡをどう植えつけるか？

②安全文化をどう浸潤させるか？

③技能・知識の向上

（ゼロベースからの育成プログラムの構築）

④経験則（暗黙知）の継承
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②大型車未経験者・経験浅薄者の増加

４．これから。（直面する課題）

バス事業を取り巻く背景

直面する課題

・指導者の育成

・現場力のアップ
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直面する課題

短期的な対策

ご清聴ありがとうございました。


